
学校関係者評価の報告について 

 

 

本校では、文部科学省が策定した「専修学校における学校評価ガイドラ

イン」に基づき、自己点検・評価を行っております。また、更なる教育の

質の向上を目指し、専攻分野に関する業界や企業、卒業生の方々を中心に

ご意見を賜り、今後の教育活動や学校運営に反映するべく、学校関係者評

価委員会を実施しました。その内容結果について、学校関係者評価報告書

として公表いたします。 

委員の皆様には、多くの貴重なご意見やご指導をいただき、あらためて

感謝申し上げます。今後は、評価委員の皆様からいただいた貴重なご意見

やご助言を真摯に受け止め、より質の高い教育と学校運営の実現に向けて

教職員一同努めてまいります。引き続き、温かいご支援とご指導をお願い

申し上げます。 

 

令和２年６月１１日 

 

学校法人臼井学園

臼井美容専門学校 

校長 高村 正志 



令和２年５月３１日 

 

学校関係者評価報告書 

 

                            学校法人臼井学園 

                            臼井美容専門学校 

                            学校関係者評価委員会 

 

学校法人臼井学園 富山デザイン・ビューティー専門学校（現、臼井美容専門学校）

令和元年度自己点検・評価報告書及び関係資料等に基づいて実施した学校関係者評価を

次のとおり報告します。 

 

１． 日時：令和２年５月３０日（土）１６：３０～１７：３０ 

２． 場所：学校法人臼井学園 ７号館 会議室 

３．出席者 

〔委員〕 

佐野 右子（有限会社スリーワイズカンパニー、美容業界関係者） 

 坂東 見香（Forever、美容業界関係者・卒業生） 

 浪岡 桂子（有限会社セルダム、卒業生） 

 

〔学校側〕 

 高村 正志（校長） 

 木村 由佳（美容学科 学科長） 

 前山 智信（学園総務課 課長） 

 

３． 議題 

・令和元年度自己点検・評価報告説明並びに学校関係者評価 

①教育理念・目標 ②学校運営 ③教育活動 ④学修成果 ⑤学生支援 

⑥教育環境 ⑦学生の受入れ募集 ⑧財務 ⑨法令等の遵守 ⑩社会貢献・ 

地域貢献 ⑪国際交流 

 

 

 

 

 

 

 



 

評価項目ごとの学校関係者評価 

評価項目 意見・評価 

(1) 教育理念・目標 

教育理念・目標がしっかり定められており、ホームページやパン

フレット等で周知されている。 

生徒達に人格・技術といった建学の精神を学園の理念、目標・目

的として示されている。 

今後、社会のニーズを踏まえた将来構想（中期・長期計画）を示

すことが必要である。 

（ほぼ適切） 

 

(2) 学校運営 

経営会議や委員会が実施されており、年間事業計画が策定されて

いる。 

ホームページなどで、年間スケジュールなどが確認でき、運営方

針も明確である。 

組織を明確にされ、情報開示等もホームページに記載されてい

る。 

情報のシステム化等による業務の効率化に努めていただきたい。 

（ほぼ適切） 

 

(3) 教育活動 

関連分野における様々な体験ができるよう連携されているが、さ

らに推進していただきたい。 

その都度、関連分野におけるカリキュラムの作成と見直しが検討

されている。 

教員の資質向上のための取組みと職業教育に対する外部評価の

取入れをより推進されればよい。 

（ほぼ適切） 

 

(4) 学修成果 

一人ひとりに対し丁寧な支援をしている。 

就職率・資格取得率が 100％と高く、専門職の育成に努めている。 

情報提供もされている。 

（適切） 

 

(5) 学生支援 

資格取得や就職に関してサポートが手厚い。 

先生・職員の方々は、日々、生徒の悩みや相談を親身に聞き、問

題解決に努めておられる。 

個人個人に合った面談等も行い、個々の状況も理解したうえで丁



寧な指導が行われている。 

（適切） 

(6) 教育環境 

施設設備は、今までよりも充実したものにしようと検討しておら

れる。 

それぞれの学科に適した設備が整備されている。 

専門分野の講師による授業、今後の社会状況を想定したオンライ

ン授業の準備を進めている。 

施設設備の点検・修繕管理をきめ細かに実施し、教育上の必要性

に対応した整備がさらに望まれる。 

（ほぼ適切） 

 

(7) 学生の受入れ募集 

高校訪問や体験入学の実施が充実している。学生の受入れ実績が

上がるように対策を検討されている。 

ガイダンスや説明会を熱心にされている。 

オープンキャンパス等広報活動を積極的に進め、ガイダンス参加

を有効に活用されている。 

少子化の中ではあるが、学生数の充足率の向上に努める。 

（ほぼ適切） 

 

(8) 財務 

令和元年度よりホームページで財務状況を公開されており、財務

状況がわかりやすく示され、適正に行われている。 

（適切） 

 

(9) 法令等の遵守 

法令・専修学校設置基準の遵守と適正な運営がなされている。 

点検や検証などが適正に行われている。 

（ほぼ適切） 

 

(10) 社会貢献・地域貢献 

一般公開でのファッション作品展示会・ヘアショーなどを毎年開

催されている。 

様々な依頼イベントへの参加やボランティアなどで地域の方と

の交流し、貢献度は高い。 

（ほぼ適切） 

 

(11) 国際交流 

以前のような実績がないが、今後、国際交流が進むように検討さ

れたい。 

 

 


